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は
じ
め
に
人
間
学
（anthropology
）
と
は
、
一
般
的
に
は
「
人
間
と
は
何
か
？
」、「
人
間
の
本
質
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
哲
学
的
な
思
考
と
実
証
的
な
調
査
で
答
え
よ
う
と
す
る
学
問
で
、
通
常
は
哲
学
の
一
部
門
と
し
て
、
哲
学
的
人
間
学（philosophical
anthro-
pology
）
の
名
で
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
人
間
と
は
何
か
？
」
と
い
う
本
質
的
な
課
題
は
、
著
名
な
哲
学
者
イ
マ
エ
ル
・
カ
ン
ト
も
重
視
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
論
や
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
論
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
民
族
学
的
人
間
学
、
文
化
人
類
学
的
人
間
学
、
生
物
学
的
人
間
学
な
ど
、
他
の
諸
科
学
に
も
そ
の
学
問
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
学
を
語
る
者
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
哲
学
的
人
間
学
な
ど
と
は
別
に
、
人
間
関
係
学
と
い
う
意
味
合
い
で
、
「
人
間
学
」
と
い
う
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま
す
。
最
近
の
大
学
の
学
部
を
見
て
み
ま
す
と
、「
人
間
学
部
」
と
い
う
名
称
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
人
間
関
係
学
部
」
と
い
う
学
部
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
愛
知
県
の
名
城
大
学
で
は
、「
国
際
社
会
で
広
く
活
躍
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
実
戦
的
教
養
人
を
育
成
」「
現
代
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
間
を
育
成
」「
時
代
の
変
化
や
国
際
化
に
も
自
在
に
対
応
で
き
る
行
動
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
」（
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
な
ど
と
あ
り
、
人
間
関
係
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
と
い
う
分
野
と
み
ら
れ
ま
す
。
哲
学
、
倫
理
学
、
教
育
学
、
宗
教
学
な
ど
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
な
い
も
の
の
見
方
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
は
、「
人
間
学
」
を
少
し
短
絡
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
人
間
が
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
考
え
る
」
こ
と
と
捉
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
国
武
将
や
改
革
大
名
、
幕
末
の
志
士
な
ど
を
描
く
小
説
家
童
門
冬
二
氏
に
は
、『
戦
国
武
将
の
人
間
学
』を
は
じ
め
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
坂
本
龍
馬
な
ど
の「
人
間
学
」
を
扱
っ
た
著
作
を
多
数
著
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
堺
屋
太
一
氏
や
津
本
陽
氏
ら
小
説
家
の
方
々
に
よ
る
戦
国
武
将
を
め
ぐ
る
「
人
間
学
」
の
著
作
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
会
社
経
営
、
人
材
育
成
な
ど
現
代
社
会
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
学
、
交
渉
力
、
対
人
関
係
な
ど
と
い
う
観
点
か
ら
書
か
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
や
、
少
し
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
点
で
は
、
入
門
書
と
し
て
の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
」
と
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
入
り
口
と
し
て
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
徳
島
藩
の
基
礎
を
築
い
た
蜂
須
賀
正
勝
・
家
政
・
至
鎮
三
代
に
つ
い
て
、「
人
間
学
」
と
い
う
観
点
を
重
視
し
な
が
ら
改
め
て
考
え
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
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報
告蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
七
五
1戦
国
大
名
の
人
間
学
戦
乱
の
な
か
で
領
国
経
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
国
大
名
た
ち
は
、
家
臣
や
領
民
の
人
心
を
掌
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
人
の
育
成
、
組
織
の
掌
握
、
情
報
の
収
集
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
戦
国
時
代
も
後
半
に
な
り
、
領
国
が
拡
大
し
て
い
く
と
、
官
僚
の
重
視
や
技
術
集
団
（
川
並
衆
・
金
山
衆
）、
豪
商
の
重
用
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
（
1
）
武
田
信
玄
の
人
間
学
武
田
信
玄
（
一
五
二
一
―
一
五
七
三
）
は
、
戦
国
最
強
と
謳
わ
れ
た
武
田
騎
馬
隊
（
近
年
で
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
…
）を
率
い
、晩
年
に
は
天
下
を
目
指
し
た
と
さ
れ
、
戦
国
武
将
の
な
か
で
も
経
営
者
を
中
心
に
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
す
。
「
信
玄
堤
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
治
山
治
水
、「
甲
州
法
度
」
と
い
っ
た
法
整
備
な
ど
政
治
家
、
経
営
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
信
玄
で
す
が
、「
武
田
節
」
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
人
は
石
垣
、
人
は
城
、
人
は
堀
」
の
一
節
は
本
当
で
し
ょ
う
か
。
歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
は
す
で
に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
武
田
信
玄
が
本
国
甲
斐
に
は
城
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
伝
説
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
実
際
は
、
領
内
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
ら
す
が
如
く
数
多
く
の
城
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
臣
育
成
や
組
織
、
活
用
に
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
信
玄
と
家
臣
た
ち
の
関
係
を
表
す
信
頼
性
の
高
い
史
料
は
多
く
は
な
く
、
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
嫡
男
武
田
義
信
を
死
に
追
い
や
っ
た
「
義
信
事
件
」
で
の
信
玄
と
家
臣
と
の
関
係
は
か
な
り
の
緊
張
感
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。
（
2
）
織
田
信
長
の
人
間
学
織
田
信
長
（
一
五
三
四
―
一
五
八
二
）
は
、
天
下
統
一
半
ば
に
し
て
本
能
寺
の
変
で
倒
れ
た
人
物
で
す
。
そ
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
織
田
信
長
に
つ
い
て
、
作
家
の
童
門
冬
二
氏
は
、（
1
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、（
2
）
能
力
主
義
、（
3
）
独
創
的
な
用
人
法
な
ど
を
中
心
に
信
長
の
人
間
活
用
術
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
（
3
）
徳
川
家
康
の
人
間
学
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
―
一
六
一
六
）
は
、
江
戸
幕
府
を
開
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
徳
川
家
康
に
つ
い
て
、同
じ
く
童
門
氏
は
、人
間
不
信
か
ら
人
間
信
頼
の
実
を
知
り
、
譜
代
重
視
で
家
臣
の
編
成
を
し
て
い
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
蜂
須
賀
正
勝
の
人
間
学
そ
れ
で
は
、
蜂
須
賀
正
勝
の
人
間
関
係
、
取
り
分
け
、
家
臣
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
史
料
1
『
武
功
夜
話
』
蜂
須
賀
彦
左
衛
門
尉
、前
野
将
右
衛
門
尉
・
・
・
・
信
長
公
へ
は
、奉
公
仕
ら
ず
、
一
僕
の
藤
吉
郎
殿
へ
合
力
こ
れ
に
従
い
生
涯
奉
公
候
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
木
下
藤
吉
郎
殿
、
各
々
方
、
向
後
の
進
退
や
如
何
に
と
御
尋
ね
候
と
こ
ろ
蜂
須
賀
小
六
殿
黙
然
、
し
ば
ら
く
あ
っ
て
口
を
開
い
て
申
さ
れ
け
る
は
、
織
田
上
総
殿
、
海
道
に
並
ぶ
者
無
き
勇
将
に
候
も
、
今
日
ま
で
御
一
門
首
誅
弑
さ
せ
ら
れ
し
事
そ
の
数
を
知
ら
ぬ
な
り
。
そ
の
御
気
性
、
雷
電
と
承
る
な
り
。
某
ど
も
生
来
の
野
人
、
口
舌
の
才
智
相
無
し
。
引
き
替
え
貴
辺
能
弁
の
才
あ
り
。
我
等
長
刀
長
柄
一
騎
駆
け
の
業
こ
れ
あ
る
と
い
え
ど
も
、
所
詮
辺
土
に
骸
骨
を
さ
ら
す
事
紛
れ
な
し
。
川
筋
党
中
の
者
、
尋
常
の
作
法
の
心
得
弁
え
ず
も
、
気
楽
を
と
も
に
致
し
、
己
を
知
る
者
の
た
め
に
は
粉
骨
の
労
惜
し
ま
ず
の
覚
悟
御
座
候
。
幸
に
し
て
貴
殿
年
来
の
機
縁
あ
り
、
上
総
殿
、
幕
下
究
竟
な
る
御
家
人
群
集
す
る
と
い
え
ど
も
、
こ
の
先
、
才
智
を
も
っ
て
、
万
事
に
お
い
て
緩
慢
穏
当
に
存
命
し
う
る
は
、
貴
殿
を
お
い
て
他
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
七
六
に
相
無
し
、
百
人
の
頭
は
千
人
万
人
の
長
な
り
。
我
等
、
貴
殿
の
た
め
に
犬
馬
の
労
を
惜
し
ま
ん
や
と
申
さ
れ
け
る
と
ぞ
。
蜂
須
賀
正
勝
が
前
野
長
康
と
と
も
に
秀
吉
に
仕
え
た
経
緯
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
名
は
秀
吉
こ
そ
が
主
君
に
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。た
だ
し
、『
武
功
夜
話
』
は
後
世
の
編
さ
ん
物
で
あ
り
、
す
べ
て
を
事
実
と
し
て
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
特
に『
武
功
夜
話
』の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、「
偽
書
」
説
ま
で
説
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
和
田
哲
男
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
近
世
に
編
さ
ん
さ
れ
た
家
譜
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
史
料
批
判
を
厳
密
に
し
な
が
ら
使
用
す
れ
ば
、
史
料
と
し
て
活
用
で
き
る
部
分
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
史
料
2
牛
田
又
右
衛
門
判
物
案
い
か
り
岩
へ
罷
出
候
百
姓
中
之
事
、
三
年
之
間
諸
公
事
有
間
敷
候
。
一
人
ニ
田
地
一
反
宛
扶
助
候
、
荒
田
壱
反
に
五
斗
づ
つ
ニ
定
置
候
。
其
外
、
き
り
ひ
ら
き
の
事
、
く
わ
さ
き
次
第
候
。
若
、
三
年
過
候
て
ち
く
て
ん
仕
候
ハ
ゞ
、
在
々
所
々
、
か
た
り
成
敗
可
仕
候
。
於
末
代
相
違
有
間
敷
候
。
前
々
の
百
姓
違
乱
候
共
、
田
地
ニ
お
い
て
ハ
今
罷
出
候
百
姓
ニ
申
付
候
。
牛
田
又
右
衛
門
天
正
十
一
年
正
月
廿
七
日
い
か
り
岩
罷
出
百
姓
中
史
料
3
蜂
須
賀
正
勝
判
物
一
通
た
つ
の
市
碇
岩
自
治
会
共
有
い
か
り
岩
へ
罷
出
候
百
姓
之
事
各
家
中
へ
わ
つ
ふ
の
外
ハ
、
誰
々
成
共
可
罷
出
候
夫
役
并
諸
役
等
之
儀
、
三
年
間
令
用
捨
候
、
何
之
下
作
候
共
、
罷
出
候
者
申
付
候
、
為
其
令
申
候
、
恐
々
謹
言
天
正
十
一
蜂
須
賀
小
六
閏
正
月
十
六
日
正
（
花
押
）
牛
田
又
右
衛
門
分
い
か
り
い
わ百
姓
中
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）、
蜂
須
賀
正
勝
は
長
年
の
功
績
に
よ
っ
て
、
五
万
三
千
石
の
所
領
を
与
え
ら
れ
、
龍
野
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
史
料
2
（
写
）、
史
料
（
原
本
）
は
、
領
内
の
碇
岩
（
た
つ
の
市
碇
岩
）
に
出
作
す
る
百
姓
た
ち
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
家
中
に
割
り
当
て
ら
れ
た
者
以
外
は
誰
が
出
作
し
て
も
よ
く
、
そ
の
者
は
三
年
間
に
わ
た
り
夫
役
と
諸
役
を
免
除
す
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
天
正
九
年
は
、
毛
利
攻
め
の
最
中
で
し
た
。
正
勝
は
、
秀
吉
に
従
つ
て
活
発
な
軍
事
行
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
所
領
と
な
っ
た
領
内
の
開
発
や
民
政
に
心
を
く
だ
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
史
料
4
牛
田
又
右
衛
門
判
物
た
つ
の
市
碇
岩
自
治
会
共
有
以
上
い
か
り
岩
へ
罷
出
候
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
七
七
百
姓
中
之
事
、
三
年
之
内
諸
公
事
有
間
敷
候
、
一
人
田
地
一
反
宛
令
扶
助
候
、
荒
田
壱
反
五
斗
つ
ゝ
定
置
候
、
其
外
き
り
ひ
ら
き
の
事
く
わ
さ
き
次
第
候
、
若
三
年
過
候
て
ち
く
て
ん
仕
候
ハ
ゝ
ざ
い
ざ
い
所
々
か
ゝ
り
成
敗
可
仕
候
、
於
末
代
相
違
有
間
敷
候
前
々
の
百
姓
違
乱
候
共
田
地
お
ゐ
て
ハ
今
罷
出
百
姓
申
付
候
牛
田
又
右
衛
門
（
花
押
）
天
正
十
一
年
後
正
月
廿
七
日
い
か
り
岩
罷
出
百
姓
中
史
料
3
の
天
正
十
一
年
閏
正
月
十
六
日
付
け
の
蜂
須
賀
正
勝
判
物
を
受
け
て
、
正
勝
に
属
し
て
い
た
牛
田
又
右
衛
門
が
出
し
た
新
田
の
開
発
を
奨
励
す
る
文
書
で
す
。
碇
岩
に
出
作
す
る
百
姓
は
三
年
間
の
諸
役
を
免
除
し
、
田
地
一
反
を
与
え
る
と
と
も
に
、
荒
田
の
年
貢
を
反
当
た
り
五
斗
に
定
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
新
田
開
発
を
促
進
し
、
領
国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
優
遇
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
優
遇
期
間
の
三
年
が
過
ぎ
て
逐
電
し
た
者
は
罪
科
に
処
す
と
し
て
い
ま
す
。
史
料
2
の
原
本
に
あ
た
り
ま
す
。
当
地
域
に
は
、
又
右
衛
門
発
給
文
書
が
多
数
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
龍
野
城
主
と
な
っ
た
正
勝
は
領
国
支
配
を
又
右
衛
門
に
委
ね
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
差
し
出
し
の
牛
田
又
右
衛
門
は
一
長
（
？
〜
一
六
一
九
）
の
こ
と
で
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
ふ
た
り
に
仕
え
、
正
勝
の
龍
野
入
封
と
と
も
に
、
そ
の
与
力
と
し
て
従
い
ま
し
た
。
毛
利
氏
と
の
国
境
折
衝
役
や
民
政
に
力
を
発
揮
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
蜂
須
賀
家
政
阿
波
入
封
後
は
、
五
千
三
百
石
余
を
領
し
、
阿
波
九
城
の
一
つ
大
西
城
の
城
番
と
し
て
阿
波
の
西
方
の
抑
え
と
三
好
郡
の
領
域
支
配
を
担
い
ま
し
た
。
ま
た
晩
年
に
は
、
蜂
須
賀
家
が
加
封
さ
れ
た
淡
路
国
の
支
配
に
あ
た
り
ま
し
た
。
さ
て
、
碇
岩
地
区
に
は
、
史
料
3
・
4
を
は
じ
め
と
す
る
開
発
免
許
状
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
山
論
や
明
治
時
代
に
は
山
林
の
国
有
地
化
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
根
拠
と
し
て
利
用
し
実
効
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
本
状
は
碇
岩
地
区
の
由
緒
の
根
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
村
の
宝
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
も
こ
れ
ら
の
権
利
を
示
す
文
書
類
の
保
管
を
心
掛
け
、
毎
年
八
月
朔
日
（
最
近
で
は
第
一
日
曜
日
）
に
虫
干
し
の
会
を
開
き
、
先
人
た
ち
の
苦
労
を
偲
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
、『
阿
淡
藩
翰
譜
』
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
史
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『
阿
波
藩
翰
譜
』
同
十
三
年
四
月
、
秀
吉
公
、
長
宗
我
部
元
親
退
治
の
時
、
公
・
瑞
雲
院
公
に
随
ひ
、
播
州
龍
野
出
立
し
、
讃
州
滋
戸
の
浦
よ
り
阿
波
国
へ
討
入
り
、
処
々
、
城
責
め
に
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
七
八
高
名
あ
り
。
同
年
六
月
、
瑞
雲
院
公
、
阿
波
国
御
拝
領
の
時
、
大
公
よ
り
、
牛
田
又
右
衛
門
・
林
五
郎
兵
衛
・
中
村
次
郎
左
衛
門
・
山
田
八
右
衛
門
・
森
勘
右
衛
門
・
稲
田
太
郎
兵
衛
・
理
右
衛
門
、七
人
連
名
の
御
当
て
に
て
、御
書
を
給
ハ
る
。
御
端
つ
く
り
、
略
す
。
当
国
の
様
子
諸
式
一
書
を
以
阿
波
守
へ
申
渡
候
間
、
被
得
其
意
不
及
申
候
へ
と
も
、
国
衆
并
今
度
渡
海
之
御
牢
人
衆
御
堪
忍
候
様
ニ
御
心
得
肝
要
ニ
存
候
。
阿
波
守
年
若
候
間
、
何
事
も
諸
事
被
引
取
御
異
見
頼
存
候
。
若
又
各
御
才
覚
ニ
も
不
及
儀
候
ハ
、
拙
者
へ
可
被
仰
越
候
。
恐
々
謹
言
。
十
一
月
三
日
蜂
須
賀
彦
左
衛
門
処
領
四
千
石
給
ハ
り
、
御
家
老
に
准
ず
。
当
国
の
様
子
、
諸
式
、
一
書
を
以
て
、
阿
波
守
へ
申
し
渡
し
候
間
、
其
の
意
を
得
ら
れ
、
申
す
に
及
ば
ず
候
へ
ど
も
、
国
衆
并
に
今
度
渡
海
の
御
牢
人
衆
、
御
堪
忍
候
様
に
御
心
得
、
肝
要
に
存
じ
候
。
阿
波
守
、
年
、
若
う
候
間
、
何
事
も
諸
事
引
き
取
ら
れ
、
御
意
見
頼
み
に
存
じ
候
。
若
、
又
、
各
々
の
御
才
覚
に
も
及
ば
ざ
る
儀
候
は
ゞ
、
拙
者
へ
仰
せ
越
さ
る
ぶ
く
候
。
恐
々
謹
言
。
（
牛
田
義
文
『
訳
注
阿
波
藩
翰
譜
』
第
四
巻
、
西
尾
の
部
及
び
『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』
参
照
）
史
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蜂
須
賀
正
勝
書
状
案
當
國
之
様
子
諸
式
以
一
書
、
阿
波
守
仁
申
渡
候
間
、
彼
得
其
意
、
不
及
申
候
ヘ
共
、
國
衆
并
今
度
渡
海
之
御
牢
人
衆
、
御
堪
忍
候
様
ニ
御
心
付
肝
要
ニ
存
知
候
、
阿
波
守
若
候
間
、
何
事
茂
諸
事
被
引
取
、
御
異
見
憑
存
候
、
若
又
各
御
才
覚
ニ
も
被
及
之
儀
候
ハ
ゝ
、
拙
者
か
た
へ
可
被
仰
候
、
恐
々
謹
言
、
「
天
正
十
三
年
ナ
リ
」
蜂
須
賀
彦
右
衛
門
尉
十
一
月
三
日
正
勝
御
花
押
稲
田
太
郎
兵
衛
尉
殿
牛
田
又
右
衛
門
尉
殿
林
五
郎
兵
衛
尉
殿
中
村
次
郎
左
衛
門
尉
殿
山
田
八
右
衛
門
尉
殿
森
勘
右
衛
門
尉
殿
西
尾
理
右
衛
門
尉
殿
参
人
々
御
中
「
徳
島
西
尾
数
馬
所
蔵
文
書
」（『
阿
波
徴
古
雑
抄
』
四
七
五
―
六
頁
）
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
蜂
須
賀
家
政
が
阿
波
に
入
国
す
る
に
際
し
て
、
正
勝
が
重
臣
た
ち
に
出
し
た
書
状
で
す
。
若
い
嫡
男
の
家
政
を
心
配
し
、
重
臣
た
ち
に
意
見
す
る
よ
う
依
頼
し
た
も
の
で
す
。
3
蜂
須
賀
家
政
の
人
間
学
天
正
十
三
年
、
阿
波
に
入
国
し
た
蜂
須
賀
家
政
は
、
徳
島
城
を
阿
波
国
支
配
の
拠
点
と
し
て
築
城
を
開
始
し
ま
す
と
、
あ
わ
せ
て
城
下
町
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
初
期
城
下
町
徳
島
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
初
期
豪
商
と
呼
ば
れ
る
商
人
た
ち
で
す
。
こ
こ
で
は
、
家
政
と
彼
ら
商
人
た
ち
と
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
史
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蜂
須
賀
家
政
書
状
木
戸
洸
氏
蔵
（
徳
島
市
徳
島
城
博
物
館
寄
託
）
尚
立
安
井
し
ほ
や
ハ
宗
易
被
懸
御
目
仁
之
事
候
間
、
い
か
様
に
て
も
我
等
馳
走
不
申
儀
候
て
ハ
か
な
わ
さ
る
事
候
、
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
七
九
急
度
申
遣
候
、
然
者
寺
嶋
火
事
之
由
無
是
非
候
、
就
其
塩
屋
宗
喜
・
魚
屋
立
安
所
も
焼
候
由
聞
入
候
、
左
候
へ
ハ
彼
両
人
事
ハ
千
宗
易
被
懸
御
目
事
候
間
、
我
等
如
在
無
之
仁
候
、
頓
而
小
屋
指
を
も
被
仕
候
へ
者
為
両
三
人
申
届
可
馳
走
候
、
惣
町
次
之
諸
役
等
一
切
申
懸
間
敷
候
、
為
其
如
此
候
、
恐
々
謹
言
阿
波
守
三
月
八
日
家
政
（
花
押
）
粟
井
半
左
衛
門
殿
青
山
七
蔵
殿
益
田
伝
七
郎
殿
史
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は
、蜂
須
賀
家
政
が
、粟
井
半
左
衛
門
ら
三
人
の
家
臣
に
宛
て
た
書
状
で
す
。
徳
島
城
下
の
寺
島
で
火
事
が
あ
り
、
町
人
の
塩
屋
宗
喜
と
魚
屋
立
安
の
屋
敷
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
両
人
は
千
利
休
が
懇
意
に
し
て
い
る
人
物
な
の
で
諸
役
を
免
除
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
尚
々
書
で
も
二
人
を
優
遇
す
る
よ
う
に
強
調
し
て
お
り
、
利
休
に
対
す
る
配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
塩
屋
宗
喜
は
、
利
休
の
弟
子
で
堺
の
商
人
で
す
。
ま
た
、
魚
屋
立
安
は
利
休
の
甥
で
、
立
安
の
父
渡
辺
与
兵
衛
は
蜂
須
賀
正
勝
に
仕
え
た
武
士
で
し
た
。
立
安
は
家
政
に
招
か
れ
て
阿
波
に
来
国
し
た
商
人
で
、
屋
号
は
魚
屋
と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
子
孫
は
、
徳
島
藩
の
藩
札
の
座
本
役
を
つ
と
め
た
豪
商
と
な
り
ま
し
た
。
本
書
状
の
年
代
は
、
家
政
の
花
押
か
ら
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
か
ら
同
十
九
年
（
一
五
九
一
）
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
に
は
徳
島
城
が
築
か
れ
、
各
地
か
ら
商
人
が
招
か
れ
て
城
下
町
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
史
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千
利
休
書
状
徳
島
市
徳
島
城
博
物
館
所
蔵
蜂
小
六
殿
御
折
紙
取
候
て
釜
遣
候
、
慥
請
取
候
て
阿
州
へ
下
可
申
候
、
恐
々
謹
言
抛
筌
三
月
十
三
日
宗
易
（
花
押
）
立
安
ま
い
る几
下
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
と
推
定
さ
れ
る
魚
屋
立
安
宛
の
蜂
須
賀
家
政
の
書
状
で
す
。
家
政
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
茶
釜
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
阿
波
の
家
政
の
も
と
に
届
け
て
く
れ
る
よ
う
述
べ
て
い
ま
す
。
宛
先
の
立
安
は
渡
辺
道
通
と
い
い
、
千
利
休
の
甥
に
あ
た
る
豪
商
で
す
。
父
の
渡
辺
与
兵
衛
は
、
蜂
須
賀
正
勝
に
仕
え
ま
し
た
が
、
天
正
年
間
に
戦
死
し
た
た
め
、
立
安
は
叔
父
利
休
の
も
と
で
育
ち
ま
し
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）、
阿
波
の
大
名
と
な
っ
た
家
政
に
招
か
れ
て
母
と
と
も
に
徳
島
に
移
住
し
、
屋
号
を
魚
屋
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
同
四
年
に
は
那
西
郡
内
で
一
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
政
の
信
頼
が
厚
く
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
家
政
が
隠
居
し
た
時
に
は
、
和
泉
国
牧
野
の
立
安
の
屋
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
〇
敷
で
剃
髪
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
は
、「
天
下
一
茶
の
湯
名
人
」
と
称
さ
れ
た
茶
人
千
利
休
と
の
交
流
を
具
体
的
に
示
し
、
家
政
の
文
化
的
な
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
つ
ぎ
に
家
政
と
阿
波
の
豪
商
と
の
私
的
な
関
係
を
示
す
史
料
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
史
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蜂
須
賀
蓬
庵
書
状
三
木
正
光
氏
所
蔵
尚
々
志
さ
り
と
て


か
ん
じ
存
候
、
以
上
今
朝
者
茶
給
誠
志
別
懇
切
存
候
、
然
者
道
具
共
何
も
其
方
へ
似
相
候
て
相
見
へ
候
、
弥
成
次
第
ノ
数
寄
尤
之
義
候
、
不
足
ノ
物
用
所
何
時
も
可
被
申
候
、
為
一
礼
如
此
候
謹
言初
冬
中
西
（
花
押
）
正
通
床
下
蓬
庵
豪
商
三
木
正
通
に
宛
て
た
家
政
（
蓬
庵
）
自
筆
の
書
状
で
す
。
三
木
正
通
は
商
人
で
し
た
が
、
蓬
庵
の
信
任
が
と
て
も
厚
く
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
に
貢
献
し
、
ま
た
那
賀
郡
の
開
発
に
も
あ
た
り
ま
し
た
。
蓬
庵
・
至
鎮
父
子
と
は
茶
事
を
通
じ
て
日
常
的
に
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
本
書
状
の
冒
頭
に
見
え
ま
す
「
今
朝
者
茶
給
」
に
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
両
者
の
親
し
さ
を
推
測
さ
せ
ま
す
。
三
木
家
は
、
播
州
三
木
城
主
別
所
長
治
を
祖
と
す
る
と
い
い
ま
す
。
正
通
は
牛
岐（
の
ち
の
冨
岡
）
の
長
宗
我
部
親
康
と
親
し
く
、
阿
波
の
内
情
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
四
国
攻
め
の
時
、
蜂
須
賀
家
政
の
依
頼
に
よ
り
秀
吉
軍
に
協
力
し
ま
し
た
。
の
ち
に
剃
髪
し
て
正
通
と
改
め
、
西
寺
島
で
屋
敷
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
藩
命
に
よ
り
西
新
町
に
移
さ
れ
、
町
役
を
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
同
町
は
「
免
許
町
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
上
坂
し
、
馬
の
糠
藁
等
を
献
上
し
て
い
ま
す
。
隠
居
し
た
正
通
は
茶
を
楽
し
み
、
度
々
、
蓬
庵（
家
政
）や
至
鎮
に
茶
を
献
じ
ま
し
た
。
三
代
の
三
木
甚
右
衛
門
は
紙
方
商
人
と
な
り
、
藩
の
紙
売
買
の
特
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
屋
号
を
網
干
屋
と
称
し
て
魚
屋
と
と
も
に
藩
札
座
本
人
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
を
二
分
し
た
関
ヶ
原
の
戦
い
を
乗
り
切
っ
た
家
政
は
、
至
鎮
を
補
佐
し
な
が
ら
も
、
茶
の
湯
に
勤
し
む
ゆ
と
り
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
慶
長
十
九
・
二
十
年
の
大
坂
の
両
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡
し
、「
元
和
偃
武
」
を
迎
え
、
徳
川
家
の
世
が
盤
石
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
政
は
再
び
藩
政
の
難
局
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。つ
ぎ
の
史
料
10
は
、
家
政
再
登
場
を
示
す
文
書
で
す
。
史
料
10
蜂
須
賀
家
政
覚
書
案
「
組
頭
御
鉄
砲
頭
之
面
々
へ
御
制
法
」
覚
一
千
松
幼
少
之
間
、
當
家
之
儀
、
為
物
頭
、
萬
可
被
令
沙
汰
覚
悟
尤
ニ
候
、
老
足
、
万
端
雖
忘
却
候
、
公
方
様
堅
御
詫
之
上
ハ
、
随
分
千
松
取
立
度
念
願
候
、
然
間
各
如
在
油
断
被
存
間
敷
事
、
一
雖
不
及
申
候
、先
代
之
各
方
向
ふ
り
覚
悟
ニ
引
替
、物
毎
被
入
精
尤
肝
要
候
事
、
一
主
人
幼
少
ニ
候
時
者
、
面
々
之
心
持
ケ
様
ニ
有
之
度
事
、
第
一
、
公
儀
御
奉
公
方
、
昼
夜
被
存
忘
間
敷
事
、
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
一
第
二
、
物
毎
ニ
贔
屓
偏
頗
之
族
、
能
可
相
嗜
事
、
第
三
、
物
毎
ニ
心
長
無
心
を
可
被
堪
忍
事
、
第
四
、
傍
輩
中
間
抦
、
少
も
滞
無
之
事
、
第
五
、
常
々
役
儀
を
相
守
、
實
儀
方
不
可
有
油
断
事
、
以
上
、
元
七
七
月
十
八
日
ほ
う
あ
ん
御
判
「
蓬
菴
公
被
仰
出
書
」（『
阿
波
徴
古
雑
抄
』
五
五
六
―
七
頁
）
隠
居
し
て
い
た
家
政
は
、
初
代
藩
主
至
鎮
が
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
二
月
二
十
六
日
に
三
十
五
歳
の
働
き
盛
り
で
病
死
し
ま
す
と
、
徳
島
城
の
西
の
丸
に
入
り
、
わ
ず
か
十
歳
の
千
松
丸
、
後
の
二
代
藩
主
忠
英
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
重
臣
層
に
出
し
た
覚
書
が
史
料
10
で
す
。
幼
少
の
忠
英
を
盛
り
立
て
て
欲
し
い
と
い
い
、
三
ケ
条
目
で
は
昼
夜
な
く
奉
公
す
る
こ
と
、
贔
屓
偏
頗
な
き
こ
と
な
ど
、
五
項
目
に
わ
た
り
注
意
を
与
え
て
い
ま
す
。
史
料
11
蜂
須
賀
家
政
判
物
案
「
蓬
庵
公
よ
り
佐
治
九
右
衛
門
入
道
、
田
川
忠
右
衛
門
入
道
、
速
水
助
右
衛
門
へ
被
仰
出
、」
急
度
申
渡
候
、
於
此
島
中
、
侍
衆
間
柄
相
滞
族
有
之
者
、
此
面
々
申
談
、
両
方
被
令
異
見
、
相
済
候
様
可
被
入
精
候
、
兼
又
縁
邊
之
取
結
、
面
々
へ
被
令
談
合
方
々
候
ハ
ゝ
、
是
又
被
取
持
肝
煎
肝
要
候
、
両
方
同
心
之
上
、
我
等
へ
可
被
申
聞
候
、
か
様
之
族
無
心
之
儀
候
へ
共
、
第
一
千
松
へ
の
奉
公
、
第
二
傍
輩
中
へ
の
働
ニ
候
間
、
随
分
被
入
精
肝
要
候
也
、
元
和
七十
月
十
一
日
「
蓬
菴
公
被
仰
出
書
」（『
阿
波
徴
古
雑
抄
』
五
五
七
頁
）
史
料
11
も
ま
た
、
千
松
の
た
め
を
思
っ
て
蓬
庵
が
出
し
た
も
の
で
す
。
4
蜂
須
賀
至
鎮
の
人
間
学
蜂
須
賀
至
鎮
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
ま
た
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
大
坂
冬
の
陣
で
の
活
躍
で
淡
路
一
カ
国
を
拝
領
し
二
十
五
万
七
千
石
の
藩
領
が
確
定
、
明
治
維
新
に
至
る
徳
島
藩
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
大
坂
冬
の
陣
に
お
け
る
至
鎮
の
手
紙
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
史
料
12
蜂
須
賀
至
鎮
書
状
案
先
日
ハ
御
見
廻
御
来
臨
忝
候
、
併
早
々
不
禮
仕
合
非
本
意
存
候
、
仍
而
拙
者
家
来
中
村
右
近
、
去
ル
十
六
日
の
夜
、
大
坂
仙
波
表
致
討
死
候
、
彼
者
為
追
善
貴
山
燈
籠
排
（
誂
）
申
度
候
、
為
其
料
銀
子
壱
貫
二
百
目
進
候
、
時
宜
可
然
様
ニ
頼
入
候
、
恐
惶
謹
言
、
蜂
須
賀
阿
波
守
十
二
月
十
九
日
至
鎮
判
高
野
山
光
明
院
御
同
宿
中
「
蓮
花
寺
光
明
院
へ
被
遣
文
書
」（『
阿
波
徴
古
雑
抄
』
五
五
四
頁
）
大
坂
の
陣
に
お
い
て
、
重
臣
の
中
村
右
近
が
戦
死
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
高
野
山
光
明
院
に
出
し
た
書
状
で
、
蜂
須
賀
家
の
た
め
に
尽
く
し
た
家
臣
に
対
す
る
情
が
見
て
取
れ
る
興
味
深
い
史
料
で
す
。
史
料
13
蜂
須
家
至
鎮
書
状
三
木
正
光
氏
蔵
来
十
三
日
之
朝
、
茶
申
上
度
候
、
則
瑞
巌
寺
へ
も
得
御
意
候
間
、
来
臨
待
入
事
候
、
恐
々
謹
言
、
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
二
夏
五
十
日
（
花
押
）
（
切
封
ウ
ハ
書
）
正
通
参
る
几
下
阿
波
守
徳
島
城
下
の
豪
商
三
木
正
通
に
宛
た
五
月
十
日
付
の
至
鎮
自
筆
の
茶
事
の
誘
い
状
で
す
。
史
料
14
蜂
須
賀
至
鎮
書
状
三
木
正
光
氏
蔵
明
後
廿
三
日
昼
茶
給
候
事
別
而


珍
重
畏
悦
候
、
必
々
可
遂
参
推
候
、
為
一
礼
染
愚
筆
候
、
就
中
昨
今
両
度
迄
、
為
礼
老
足
之
往
来
猶
以
甚
深
の
志
候
、
委
曲
期
後
面
候
、
不
具
為
恐
孟
夏
末
一
（
花
押
）
（
切
封
ウ
ハ
書
）
正
通
几
下
阿
波
守
孟
夏
末
一
（
五
月
二
十
一
日
）
付
、
三
木
正
通
宛
の
初
代
藩
主
至
鎮
の
自
筆
書
状
で
す
。
明
後
日
の
昼
に
行
う
茶
事
の
誘
い
を
受
け
て
喜
ぶ
至
鎮
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
「
老
足
之
往
来
」
と
あ
り
、
正
通
が
度
々
徳
島
城
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
史
料
15
蜂
須
賀
至
鎮
書
状
三
木
正
光
氏
蔵
尚
々
昨
夕
も
過
分
候
昨
暮
者
茶
給
候
、
畏
悦
此
義
候
、
鷹
野

直
ニ
立
寄
候
事
、
何
と
や
ら
ん
候
つ
れ
共
、
併
別
而
食
念
付
而
振
舞
一
段
ニ
候
様
相
覚
候
つ
る
、
委
曲
期
後
面
候
、
恐
々
不
具
、
十
月
廿
日
（
花
押
）
（
切
封
ウ
ハ
書
）
正
通
老
人
阿
波
守
玉
床
下
至
鎮
十
月
二
十
日
付
の
三
木
正
通
宛
の
至
鎮
自
筆
書
状
で
す
。
昨
日
の
夕
方
に
茶
事
を
楽
し
み
、
ま
た
今
日
は
鷹
狩
り
の
帰
路
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
厚
い
持
て
成
し
を
受
け
て
喜
ん
で
い
る
こ
と
が
文
面
か
ら
知
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
至
鎮
は
実
父
家
政
と
同
じ
よ
う
に
初
期
豪
商
で
あ
る
三
木
正
通
と
茶
の
湯
を
通
じ
て
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
5
『
尊
語
集
』
に
見
る
蜂
須
賀
家
政
・
至
鎮
の
人
間
学
『
尊
語
集
』
と
は
、
家
政
・
至
鎮
の
日
常
の
言
行
の
一
部
を
家
臣
が
記
録
し
た
も
の
で
す
。
文
末
に
「
右
、
三
拾
四
箇
条
の
内
、
始
め
九
箇
条
は
西
尾
数
馬
安
春
、
之
を
編
集
す
。
其
の
余
、
二
拾
五
箇
条
は
森
甚
太
夫
芳
純
相
集
め
て
相
伝
の
品
に
し
て
、
最
も
実
説
な
り
。
必
ず
疑
う
べ
か
ら
ず
。
こ
の
書
、
賀
島
兵
庫
、
之
を
借
覧
す
。
後
代
の
志
士
、
慎
み
み
て
之
を
熟
覧
し
、
国
君
の
遺
命
を
会
得
す
べ
し
。」「
も
と
尊
語
集
令
、
題
号
ま
た
明
徳
嘉
言
誌
と
号
す
。
み
だ
り
に
他
見
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
」「（
嘉
永
三
年
戌
年
の
仲
夏
。
之
を
写
す
）」
と
あ
り
、
編
集
の
経
緯
と
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
史
料
か
ら
、
家
政
、
至
鎮
と
家
臣
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
三
史
料
16
『
尊
語
集
』
一
蓬
庵
様
、
御
堂
々
御
意
遊
さ
れ
候
は
、
賞
罰
を
左
右
の
手
に
握
り
、
間
を
抜
か
さ
ず
行
な
わ
ず
し
て
は
、
数
多
こ
れ
あ
る
侍
を
召
つ
か
わ
れ
候
事
な
り
難
き
よ
し
仰
せ
ら
れ
、
人
に
物
取
ら
せ
ん
と
お
も
う
時
は
昼
夜
の
差
別
も
な
く
思
い
寄
り
た
る
時
、
早
速
に
や
り
た
る
が
宜
し
と
御
意
有
り
し
事
。
賞
罰
に
つ
い
て
は
、
与
え
た
い
と
思
え
ば
昼
夜
に
関
係
な
く
与
え
よ
、
と
い
う
も
の
で
主
君
の
心
得
を
い
っ
て
い
ま
す
。
一
ひ
と
と
せ
余
り
御
病
気
に
な
ら
せ
ら
れ
御
座
候
節
、
忠
英
様
江
戸
に
御
座
な
ら
れ
公
儀
へ
御
願
い
仰
せ
上
げ
ら
れ
て
俄
か
に
御
見
舞
の
た
め
御
国
に
御
越
し
遊
さ
れ
候
処
、
蓬
庵
様
仰
せ
に
御
奉
公
の
た
め
御
参
勤
な
ら
せ
ら
れ
候
こ
と
ゆ
え
、
御
国
御
乗
船
の
節
、
一
生
の
御
暇
乞
い
成
さ
れ
候
と
思
召
候
上
は
、
御
対
顔
遊
さ
れ
候
に
及
ば
ざ
る
御
事
也
。
片
時
も
は
や
く
御
帰
府
な
ら
せ
ら
れ
、
御
機
嫌
御
窺
い
然
る
べ
き
思
召
の
よ
し
仰
せ
進
ぜ
ら
れ
御
逢
い
な
ら
せ
ら
れ
ざ
る
お
も
む
き
申
し
伝
え
た
る
事
。
一
説
に
は
、
御
船
よ
り
御
上
り
遊
ば
さ
れ
ず
、
直
ち
に
又
御
出
船
遊
さ
れ
候
と
も
申
し
伝
う
る
也
。
蓬
庵
病
気
と
の
報
せ
を
聞
い
た
江
戸
の
忠
英
は
、
幕
府
の
許
可
を
取
り
、
国
元
に
戻
り
ま
し
た
が
、
蓬
庵
は
参
勤
の
乗
船
の
際
に
「
一
生
の
御
暇
乞
い
」
を
し
て
い
る
の
で
会
う
に
及
ば
ず
、
速
や
か
に
江
戸
に
帰
る
よ
う
に
指
示
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
将
軍
へ
の
奉
公
に
関
し
て
の
心
構
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。
一
忠
英
様
、
御
年
若
の
節
、
御
朝
寝
遊
ば
さ
れ
候
こ
ろ
、
西
の
御
丸
よ
り
御
本
丸
へ
御
入
に
つ
き
、
先
だ
っ
て
蓬
庵
様
御
入
の
よ
し
御
注
進
こ
れ
あ
り
、
急
に
御
起
上
り
遊
ば
さ
れ
、
朝
の
御
膳
召
上
ら
れ
候
と
こ
ろ
へ
御
出
、
御
対
顔
の
上
、
御
話
に
、
只
今
、
竜
王
の
下
に
て
誰
が
捨
て
た
る
や
、
書
き
た
る
も
の
を
御
拾
い
遊
ば
さ
れ
し
な
り
読
み
て
見
よ
と
て
、
御
伽
ぎ
の
者
へ
仰
せ
ら
れ
、
読
み
け
れ
ば
、
も
の
の
名
も
所
に
よ
り
て
か
わ
り
け
り
そ
ち
の
朝
飯
こ
ち
の
有
め
し
こ
の
狂
歌
、
何
奴
が
誦
み
け
る
や
と
御
雑
談
遊
ば
さ
れ
御
立
ち
遊
ば
さ
れ
候
よ
し
、
そ
れ
以
来
、
忠
英
様
、
御
朝
寝
遊
ば
さ
れ
ざ
り
し
旨
、
古
き
者
、
語
り
伝
へ
る
事
。
右
の
節
、
御
側
に
ま
か
り
あ
り
候
御
歌
よ
み
は
、
武
藤
休
甫
な
り
。
蓬
庵
様
御
供
に
召
連
れ
ら
れ
し
と
云
う
。
忠
英
の
朝
寝
に
つ
い
て
蓬
庵
が
戒
め
た
逸
話
で
す
。
一
忠
英
様
、
御
若
年
の
頃
、
御
家
来
使
い
悪
し
く
之
れ
有
る
ゆ
え
に
、
御
家
老
中
、
西
の
御
丸
へ
ま
か
り
出
、
右
の
趣
申
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
蓬
庵
様
仰
せ
に
、
若
き
時
は
左
様
の
も
の
な
り
、
意
見
も
急
に
は
い
た
す
ま
じ
と
の
御
意
に
て
、
さ
し
て
変
り
た
る
御
言
葉
も
こ
れ
な
く
、
節
過
ぎ
て
忠
英
様
、
江
戸
表
へ
御
座
遊
ば
さ
れ
候
前
に
、
西
の
御
丸
に
御
入
り
遊
ば
さ
れ
候
節
、
蓬
庵
様
御
居
間
に
御
座
遊
ば
さ
る
る
処
へ
忠
英
様
御
入
り
と
告
げ
来
る
。蓬
庵
様
、御
出
合
遊
ば
さ
れ
、
直
ち
に
御
書
院
に
御
同
道
遊
ば
さ
れ
、
御
障
子
を
御
開
か
せ
遊
ば
さ
れ
け
れ
ば
、
御
庭
に
犬
お
び
た
ゞ
し
く
伏
し
居
り
け
る
を
、
蓬
庵
様
、
御
大
音
に
て
、
犬
め
め
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
伏
し
た
る
犬
み
る
み
る
残
ら
ず
御
庭
の
外
へ
逃
げ
出
で
け
る
。
其
の
後
に
て
拍
子
木
を
御
う
ち
遊
ば
さ
れ
け
れ
ば
雀
数
多
飛
び
来
る
。
忠
英
様
御
覧
遊
ば
さ
れ
、
さ
て
さ
て
よ
く
御
な
つ
け
遊
ば
さ
れ
た
る
、
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、蓬
庵
様
、阿
州
へ
い
つ
ぞ
云
う
べ
き
と
存
じ
た
る
な
り
。
人
使
い
に
心
付
け
ら
れ
候
よ
う
之
れ
あ
り
た
し
。
鳥
類
、
畜
類
さ
え
な
つ
く
れ
ば
か
く
の
如
し
、
人
の
ま
ゝ
に
な
る
事
な
り
。
人
と
し
て
憐
愍
を
加
え
、
威
儀
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
四
を
以
て
教
え
給
う
な
ら
ば
、
忠
義
を
い
た
さ
ず
と
い
う
者
あ
る
べ
き
や
。
心
掛
け
専
一
の
儀
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
忠
英
様
、
其
の
後
、
御
家
来
に
御
心
を
つ
け
ら
れ
て
召
使
わ
れ
け
る
と
な
り
。
忠
英
が
若
年
の
頃
、
家
来
の
扱
い
が
よ
く
な
い
と
重
臣
た
ち
が
西
の
丸
の
家
政
の
と
こ
ろ
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
家
政
は
「
若
い
と
き
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
、
す
ぐ
に
は
意
見
を
い
わ
な
い
方
が
良
い
」
と
の
こ
と
で
、
さ
し
た
る
意
見
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
忠
英
が
江
戸
へ
向
か
う
前
に
家
政
の
前
に
行
っ
た
際
に
、
家
政
は
忠
英
に
庭
に
い
る
夥
し
い
犬
に
対
し
て
「
犬
め
」
と
大
声
で
い
う
と
犬
は
逃
げ
て
い
く
、
次
に
拍
子
木
を
叩
く
と
雀
が
集
ま
っ
て
く
る
、
家
政
は
「
人
を
使
う
の
も
同
じ
こ
と
だ
」
と
言
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
人
に
は
憐
憫
の
態
度
で
接
し
、
一
方
で
威
儀
を
正
せ
ば
忠
義
を
尽
く
す
だ
ろ
う
、
心
掛
け
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
い
ま
し
た
。
忠
英
は
そ
の
後
、
家
来
に
対
し
て
心
を
砕
い
て
召
し
使
い
ま
し
た
。
一
蓬
庵
様
、
御
小
姓
衆
、
番
組
毎
々
御
替
え
遊
ば
さ
れ
候
儀
こ
れ
有
り
候
。
或
る
時
、
内
海
彌
五
太
夫
御
広
間
へ
出
で
け
れ
ば
、
仲
間
衆
、
ま
た
番
組
替
り
た
り
御
覧
あ
れ
と
云
う
。
内
海
、
番
組
を
見
て
、
八
月
の
日
和
り
知
れ
た
る
事
に
て
は
な
し
と
い
う
。
い
つ
の
間
に
か
蓬
庵
様
、
内
海
が
後
に
御
出
遊
ば
さ
れ
、
内
海
と
御
呼
び
遊
ば
さ
る
る
ゆ
え
、
ふ
り
か
へ
り
て
見
れ
ば
御
座
遊
ば
さ
れ
、
平
伏
つ
か
ま
つ
れ
ば
、
御
身
達
が
か
よ
う
な
る
衆
に
心
を
悟
ら
る
る
様
に
て
は
国
の
仕
置
は
成
ら
ず
、
と
御
意
有
り
し
と
な
り
。
こ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
油
断
は
禁
物
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
至
鎮
様
、
御
機
嫌
よ
き
時
、
御
居
間
に
て
御
酒
宴
あ
り
。
諸
士
近
習
外
様
の
御
撰
び
な
く
、
御
城
へ
出
仕
す
る
仕
は
残
ら
ず
召
寄
せ
ら
れ
、
御
酒
宴
終
り
に
至
り
て
は
、
踊
れ
踊
れ
と
御
意
に
て
一
統
に
踊
る
。
そ
の
み
ぎ
り
、
御
床
、
或
い
は
上
段
に
御
飾
り
置
き
遊
ば
さ
れ
御
道
具
を
踊
り
の
ま
ぎ
れ
に
取
り
て
戻
る
に
重
ね
て
御
尋
ね
も
な
し
。
そ
れ
ゆ
え
、
御
存
じ
遊
ば
ざ
れ
ず
と
何
れ
も
存
じ
け
る
に
、
あ
る
時
、
御
居
間
に
て
ま
た
御
酒
宴
あ
り
し
時
に
、
踊
り
に
せ
よ
と
の
御
意
こ
れ
有
り
、
何
れ
も
踊
り
け
れ
ば
、
其
の
日
御
秘
蔵
の
御
香
爐
、
御
床
に
出
こ
れ
あ
り
し
を
、
御
自
身
御
出
し
遊
ば
さ
れ
て
、
こ
の
香
爐
は
踊
り
に
遣
し
て
は
な
ら
ぬ
と
て
御
手
づ
か
ら
御
入
置
き
遊
ば
さ
れ
け
る
な
り
。
諸
人
、
さ
て
は
日
頃
、
御
道
具
取
り
帰
る
こ
と
よ
く
御
存
じ
に
て
為
さ
れ
入
り
候
こ
と
と
、
一
統
恐
れ
け
る
と
な
り
。
至
鎮
は
、
機
嫌
が
良
い
時
に
御
居
間
で
酒
宴
を
し
ま
す
が
、
家
臣
た
ち
は
踊
っ
て
飾
っ
て
あ
る
道
具
を
持
ち
去
っ
て
い
ま
し
た
。
至
鎮
は
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、実
は
す
べ
て
お
見
通
し
で
あ
っ
て
、家
臣
た
ち
は
恐
れ
お
の
の
い
た
と
言
い
ま
す
。
一
忠
英
様
御
側
衆
に
仰
せ
ら
る
は
、
奉
公
人
は
大
小
に
よ
ら
ず
心
得
う
べ
き
こ
と
あ
り
。
早
し
悪
し
大
事
な
し
遅
し
よ
し
大
事
あ
り
、
と
予
め
心
得
う
べ
し
。
総
じ
て
主
人
の
命
を
蒙
む
ら
ば
、
ま
ず
其
の
品
を
弁
じ
置
く
に
、
も
し
早
過
ぎ
て
悪
し
き
事
あ
り
、
ま
た
其
の
用
を
遅
く
勤
め
た
ら
ば
よ
か
り
か
り
と
云
う
こ
と
あ
れ
ど
も
、
少
し
も
大
事
な
き
も
の
な
り
。
或
い
は
登
城
に
早
過
ぎ
て
待
つ
こ
と
久
し
く
、
た
め
ら
う
と
も
是
れ
ま
た
大
事
な
し
。
ま
た
遅
く
す
る
こ
と
も
其
の
理
に
叶
う
こ
と
あ
れ
ど
も
甚
だ
危
し
、
然
れ
ば
何
事
に
も
、
早
き
事
に
越
し
た
る
は
な
し
と
知
る
べ
し
、
と
御
意
あ
り
し
と
な
り
。
忠
英
は
御
側
衆
に
奉
公
人
の
心
得
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
早
い
ほ
う
が
良
い
時
と
遅
い
方
が
よ
い
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
何
事
も
早
す
ぎ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
部
を
引
用
し
紹
介
し
ま
し
た
が
、『
尊
語
集
』
か
ら
家
政
・
至
鎮
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
五
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。『
尊
語
集
』
は
後
世
の
編
纂
物
で
あ
り
、
必
ず
し
も
信
頼
が
お
け
る
史
料
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
家
政
・
至
鎮
の
人
柄
の
一
端
を
考
え
る
材
料
は
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
と
み
て
よ
う
で
し
ょ
う
。
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黒
田
孝
高
・
長
政
の
人
間
学
最
後
に
、
蜂
須
賀
正
勝
・
家
政
父
子
と
関
係
が
深
か
っ
た
黒
田
孝
高
・
長
政
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
黒
田
官
兵
衛
孝
高
（
一
五
四
六
―
一
六
〇
四
）
は
、
小
寺
（
黒
田
）
職
隆
の
子
で
、
播
磨
の
御
着
城
主
の
小
寺
政
職
に
属
し
ま
し
た
が
、
織
田
信
長
が
台
頭
し
ま
す
と
、
こ
れ
に
属
し
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
の
中
国
攻
め
で
は
羽
柴
秀
吉
に
従
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変
後
は
、
秀
吉
の
平
定
戦
に
従
い
、
豊
後
国
六
郡
を
与
え
ら
れ
、
中
津
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
秀
吉
の
軍
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
和
歌
や
茶
の
湯
に
秀
で
た
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
如
水
」
の
号
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
洗
礼
名
ド
ン
・
シ
メ
オ
ン
を
持
つ
キ
リ
シ
タ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
、
小
西
行
長
の
死
後
は
、
宣
教
師
を
保
護
し
ま
し
た
。
そ
の
長
男
の
長
政
（
一
五
六
八
―
一
六
二
三
）
は
、
秀
吉
の
人
質
時
代
を
経
て
、
父
官
兵
衛
と
と
も
に
秀
吉
の
戦
い
に
従
い
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
に
は
、
東
軍
に
属
し
、
西
軍
武
将
の
切
り
崩
し
に
尽
力
し
ま
し
た
。
戦
後
、
そ
の
功
績
も
あ
っ
て
、筑
前
国
五
十
二
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。現
在
の
福
岡
県
の
県
都
・
福
岡
市
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
黒
田
家
が
編
算
し
た
家
譜
で
あ
る
『
黒
田
家
譜
』
か
ら
家
臣
の
統
制
法
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
黒
田
家
譜
』
は
、
福
岡
藩
に
仕
え
た
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒（
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
）が
藩
命
を
受
け
て
編
纂
し
た
も
の
で
す
。
益
軒
は
、『
大
和
本
草
』
や
『
養
生
訓
』
な
ど
で
知
ら
れ
た
儒
学
者
、
博
物
学
者
、
庶
民
教
育
者
で
す
。
命
じ
た
の
は
、
三
代
藩
主
の
黒
田
光
之
で
、
緊
縮
財
政
を
進
め
る
一
方
で
学
問
の
隆
盛
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
。『
黒
田
家
譜
』
は
、
十
七
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
史
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『
黒
田
家
譜
』
家
臣
の
統
制
法
又
日
、
大
將
た
る
人
は
、
威
と
い
ふ
物
な
く
て
ハ
、
萬
人
の
お
さ
へ
成
か
た
し
。
去
な
か
ら
あ
し
く
心
得
て
、
わ
ざ
と
我
か
身
に
威
を
こ
し
ら
へ
て
つ
け
ん
と
す
る
ハ
、
却
て
大
な
る
も
の
也
。
其
故
は
た
ゞ
諸
人
に
お
ぢ
ら
る
ゝ
や
う
に
、
身
を
持
な
す
を
威
と
心
得
、
家
老
に
あ
ひ
て
も
威
高
ぶ
り
、
事
も
な
き
に
目
を
い
か
ら
し
、
詞
を
あ
ら
く
し
、
人
の
い
さ
め
を
聞
い
れ
ず
、
我
に
非
あ
る
時
も
、
か
さ
お
し
に
い
ひ
ま
き
ら
か
し
、
我
意
を
ふ
る
ま
ふ
に
依
て
、
家
老
も
諫
を
い
は
ず
、
を
の
づ
か
ら
身
を
ひ
く
様
に
成
行
も
の
也
。
家
老
さ
へ
か
く
の
ご
と
く
な
れ
バ
、
ま
し
て
諸
士
末
々
に
い
た
る
ま
で
、
只
お
ぢ
お
そ
れ
た
る
ま
で
に
て
、
忠
義
の
思
ひ
を
な
す
者
な
く
、
我
身
が
ま
へ
の
ミ
を
し
て
、
奉
公
を
實
に
よ
く
つ
と
む
る
事
な
し
。
か
く
高
慢
に
て
人
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
故
、
臣
下
萬
民
疎
ミ
て
、
必
家
を
失
ひ
國
亡
ぶ
る
も
の
な
れ
ば
、
よ
く
よ
く
心
得
へ
き
事
な
り
。
誠
の
威
と
い
ふ
は
、
先
其
身
の
行
儀
正
し
く
、
理
非
賞
罰
あ
き
ら
か
な
れ
ば
、
強
に
人
を
し
か
り
お
ど
す
事
ハ
な
け
れ
と
も
、
臣
下
萬
民
う
や
ま
ひ
お
そ
れ
て
、
上
を
あ
な
と
り
法
を
か
ろ
し
む
る
者
な
く
し
て
、
を
の
づ
か
ら
威
そ
な
ハ
る
も
の
な
り
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
人
つ
か
い
の
心
得
長
政
或
時
人
に
語
り
て
い
は
く
、
大
將
は
我
が
家
人
を
よ
く
見
し
り
て
つ
か
ひ
立
る
事
肝
要
な
り
。
人
を
見
し
ら
ざ
れ
ば
、
我
が
家
人
に
よ
き
者
あ
れ
ど
も
用
ひ
ず
。
却
て
他
所
の
浪
人
な
ど
大
祿
を
與
へ
て
ま
ね
き
よ
す
る
事
あ
り
。
是
又
よ
き
者
な
ら
ば
、
苦
し
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
我
が
家
中
の
よ
き
者
を
さ
し
置
て
他
所
よ
り
招
く
ハ
、
お
ろ
か
な
り
と
の
た
ま
ふ
。
長
政
の
前
に
、
兒
扈
從
共
多
く
待
る
を
見
て
の
た
ま
ハ
く
、（
朱
書
）
「
あ
の
如
く
な
る
」
童
ど
も
の
中
に
（
朱
書
）
「
も
、
若
ハ
才
力
」
武
勇
の
（
朱
書
）
「
す
く
れ
た
る
生
付
の
者
有
へ
し
。」そ
れ
を
見
し
り
て
つ
か
ひ
立
る
を
良
將
と
い
ふ
也
と
、
蜂
須
賀
三
代
の
人
間
学
一
八
六
度
々
の
た
ま
ふ
。
幼
若
よ
り
か
く
の
ご
と
く
心
を
用
ひ
た
ま
ふ
を
聞
て
、
皆
其
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
は
げ
ミ
け
り
。
孝
高
の
教
訓
状
を
忠
之
に
傅
う
一
家
来
親
類
共
ニ
加
ニ
不
便
一
有
付
候
分
別
肝
要
候
。
新
座
ほ
し
か
り
候
儀
無
用
候
。
前
々
之
者
共
ニ
人
を
も
持
せ
、
御
知
行
も
被
下
候
は
、
久
敷
者
共
取
立
可
申
候
。
被
官
共
子
共
多
候
而
、
六
ケ
敷
候
共
、
遣
入
可
申
儀
肝
要
候
事
。
一
諸
事
心
ま
ゝ
ハ
不
成
物
候
間
、
堪
忍
之
分
別
第
一
候
事
。
一
い
つ
れ
も
無
力
候
而
ハ
、
何
事
も
不
成
物
ニ
候
。
又
無
力
仕
間
敷
と
て
、
被
官
を
使
た
お
し
候
様
ニ
仕
候
而
ハ
猶
々
不
入
物
ニ
候
。
一
我
等
五
年
・
十
年
過
候
而
相
果
候
共
、
度
々
直
ニ
如
申
、
一
切
弔
、
無
用
候
。
親
類
被
官
ニ
加
不
便
、
慈
悲
の
心
を
持
、
母
ニ
孝
行
仕
、
上
様
關
白
様
へ
一
大
事
ニ
存
候
へ
ハ
、
神
に
祈
候
事
も
不
入
儀
候
。
善
も
悪
も
相
果
候
へ
共
、
善
キ
ニ
果
候
へ
ハ
無
後
悔
候
。
常
の
心
持
ハ
異
見
ニ
ハ
不
成
物
ニ
候
。
我
と
く
ふ
う
可
仕
事
肝
要
候
事
。
以
上
尚
委
ハ
兵
庫
・
四
郎
右
衛
門
兩
人
口
上
申
渡
候
也
。
文
二
年
八
月
九
日
官
入
印
判
か
ひ
の
か
ミ
殿
ま
い
る
此
ケ
條
於
高
麗
間
、
如
水
對
我
等
御
書
置
候
間
、
只
今
迄
取
置
候
。
其
方
爲
心
得
、
則
渡
置
候
條
、
以
此
旨
萬
事
覚
悟
嗜
尤
候
。
以
上
元
和
四
年
七
月
九
日
筑
前
守
黑
印
松
平
右
衛
門
佐
殿
ま
い
る
大
将
た
る
も
の
は
威
厳
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
威
張
り
す
ぎ
て
も
家
臣
た
ち
が
意
見
が
言
え
な
く
な
る
も
の
だ
、
と
あ
り
ま
す
。
つ
い
で
、
人
を
よ
く
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
長
政
は
忠
之
に
孝
高
の
教
訓
状
を
見
せ
て
い
ま
す
。
史
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『
黒
田
家
譜
』
異
見
会
長
政
平
生
異
見
會
と
て
、
毎
月
一
度
づ
ゝ
本
丸
釋
迦
の
間
（
此
書
院
今
に
あ
り
。
釋
迦
の
像
ハ
禪
月
大
使
筆
、
圓
鑑
國
の
讃
、
此
一
幅
も
今
に
あ
り
。）
に
釋
迦
の
像
を
か
け
、
夜
ば
な
し
を
催
し
給
ふ
。
其
會
衆
は
家
老
其
外
思
案
も
有
て
談
合
の
相
手
に
よ
き
者
、
又
主
君
の
た
め
を
取
分
思
ふ
者
、
五
十
七
人
に
は
過
ざ
り
け
り
。
其
物
語
の
し
や
う
ハ
、
人
を
し
り
ぞ
け
、
先
長
政
發
言
に
、
今
夜
は
何
事
を
い
ひ
た
り
と
も
、
重
て
意
趣
に
残
す
べ
か
ら
ず
。
又
他
言
す
べ
か
ら
ず
。
勿
論
當
座
に
腹
を
立
べ
か
ら
ず
。
思
ひ
よ
り
た
る
事
を
必
ひ
か
へ
ま
じ
き
と
誓
言
を
立
ら
れ
け
れ
ば
、
一
座
の
者
殘
ら
ず
か
く
の
ご
と
く
誓
言
を
立
て
け
る
。
扨
長
政
の
身
の
上
あ
し
き
事
、
諸
士
へ
の
仕
懸
、
國
中
の
仕
置
の
道
理
に
ち
が
ひ
た
る
事
、
い
づ
れ
も
底
意
を
残
さ
ず
申
述
、
あ
る
ひ
は
あ
や
ま
ち
有
て
出
仕
を
や
め
ら
れ
、
又
ハ
扶
助
を
は
な
れ
し
者
の
わ
び
言
、
其
外
何
事
に
て
も
、
常
の
時
い
ひ
が
た
き
事
を
い
へ
り
。
又
家
老
老
中
傍
輩
の
間
に
心
に
か
ゝ
る
事
い
ひ
度
お
も
へ
ど
も
、
若
う
け
や
う
あ
し
く
は
遺
恨
に
な
り
、
以
来
主
君
の
た
め
ま
で
よ
ろ
し
か
る
ま
じ
き
と
、
遠
慮
し
て
ひ
か
へ
た
る
事
な
ど
ま
で
、
心
に
お
も
ふ
事
を
相
と
も
に
殘
さ
ず
言
あ
ひ
、
た
が
ひ
に
心
底
に
滯
ら
ざ
る
様
に
し
て
、
誠
に
親
切
な
る
議
論
な
り
。
若
長
政
少
に
て
も
い
か
り
給
へ
る
氣
色
み
ゆ
れ
ば
、是
ハ
い
か
な
る
御
事
に
て
候
ぞ
。怒
給
へ
る
や
う
に
見
え
候
と
申
せ
バ
、
い
や


心
中
に
ハ
少
も
怒
な
し
と
、
顔
色
を
和
ら
け
給
ふ
。
上
下
共
に
あ
し
き
事
は
、
く
り
返
し
い
く
度
も
合
點
ゆ
く
や
う
に
、
た
が
ひ
の
心
底
を
殘
さ
ず
い
ひ
出
し
け
れ
ば
、
甚
益
あ
る
會
合
な
り
け
る
。
幾
日
の
夜
と
い
ふ
定
も
な
く
、
長
政
思
寄
た
ま
ひ
し
時
、
今
夜
ハ
例
の
腹
た
て
ず
の
會
を
す
べ
し
。
會
衆
を
よ
び
候
へ
と
て
、
俄
に
催
し
給
ひ
け
る
と
ぞ
。
此
會
の
事
を
甚
益
あ
る
事
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
ゆ
へ
、
長
政
逝
去
の
前
、
忠
之
へ
の
遺
書
共
條
々
の
中
に
も
、
我
等
致
來
候
様
ニ
、
異
見
會
之
儀
、
毎
月
一
度
釋
迦
の
間
に
て
催
可
被
申
候
と
ぞ
、
書
お
か
せ
給
ひ
け
る
。
蜂
須
賀
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七
長
政
は
家
臣
た
ち
の
意
見
を
聞
く
「
異
見
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
孝
高
は
長
政
に
草
履
と
下
駄
を
片
方
ず
つ
下
賜
す
る
逸
話
を
記
し
て
、
人
の
意
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
戒
め
て
い
ま
す
。
官
兵
衛
の
「
こ
こ
ろ
」
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
『
黒
田
家
譜
』
は
、
黒
田
家
の
「
正
史
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
誤
り
も
多
く
、
ま
た
誇
張
も
あ
り
、
歴
史
研
究
の
史
料
と
し
て
は
、
す
べ
て
を
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
古
文
書
や
古
記
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
事
実
」
を
越
え
た
「
真
実
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
わ
り
に
「
人
間
学
」
と
い
う
視
点
で
、
正
勝
・
家
政
・
至
鎮
の
蜂
須
賀
三
代
に
つ
い
て
、
史
料
に
基
づ
き
な
が
ら
考
え
て
き
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
史
料
で
も
、
親
子
関
係
、
家
臣
と
の
君
臣
関
係
、
領
国
支
配
と
の
関
連
か
ら
領
民
や
豪
商
と
の
関
係
と
い
っ
た
「
人
間
関
係
」
か
ら
見
直
し
て
み
る
と
ま
た
違
っ
た
側
面
が
み
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
国
大
名
た
ち
は
、
乱
世
の
時
代
を
生
き
て
い
く
な
か
で
、
常
に
最
善
の
策
を
求
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
て
、
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
判
断
を
間
違
え
れ
ば
、
待
っ
て
い
る
の
は
「
滅
び
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ビ
ア
な
の
で
す
。
歴
史
と
い
う
学
問
は
、
過
去
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
そ
の
時
」
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
対
処
し
た
の
か
を
調
べ
、
学
ぶ
学
問
で
す
。
小
和
田
哲
男
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
幸
福
な
人
生
、
生
活
を
送
る
た
め
に
過
去
に
学
ぶ
も
の
で
す
。
現
在
を
見
つ
め
直
し
、
将
来
に
活
か
し
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。
【
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